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第一号様式（第二条第一項） 

設 立 認 証 申 請 書                
年  月  日   

  千葉県知事     様 
申請者  千葉県千葉市○○区○○町○番地の○ 

氏名 田中 花子       
電話番号 ０４３－×××－○○○○ 

 
 特定非営利活動促進法第１０条第１項の規定により、下記のとおり特定非営利活動法人を設立す

ることについて認証を受けたいので、申請します。 
 

記 
 
 １ 特定非営利活動法人の名称 

特定非営利活動法人○○○○ 
  
 
 
 
 
 
２ 代表者の氏名 

千葉 太郎 
 
  
３ 主たる事務所の所在地及び電話番号 

千葉県千葉市○○×丁目×番×号 
０４３－×××－×××× 
 

４ その他の事務所の所在地 
神奈川県横浜市○○区○○×丁目×番×号 

  
５ 定款に記載された目的 

この法人は、○○○○○を目的とする。 
 
 
備考 上記３及び４には、事務所の所在地の町名及び番地まで記載すること。 

従たる事務所を置かない

場合は｢なし｣と記載。 

定款に記載されている法人の目

的を条文どおりに記載。 

住居表示があるところで

は住居表示を、住居表示

がないところでは地番を

正しく記載。 
申請書提出後、設立登記

をするまでは、事務所の

所在地の変更は原則とし

て不可。 

定款に記載されている法人の名称をそのま

ま記載。 

申請書提出日。 

設立総会で選出された設立
代表者の個人の住所氏名を
正しく記載。 
 

千葉県規則で定められた様式どおり 
に作成。 

名称の登記には、日本文字、ローマ字、アラビヤ数字の他、符号として、アンパサンド「＆」、アポス

トロフィー「’」、コンマ「，」、ハイフン「－」、ピリオド「．」及び中点「・」を用いることができま

す。（符号は、字句を区切る際の符号として使用する場合に限り用いることができます。）なお、括弧

やカギ括弧等は用いることができません。また、ローマ字の単語を複数並べる場合に限り、単語と単

語の間に「空白（スペース）」を使用することができます。 


